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（国研）国立環境研究所
社会環境システム研究センター長

東京工業大学特任教授

藤田 壮（FUJITA, Tsuyoshi)
（fujita77@nies.go.jp)

SDGsや地域循環共生の
新たな命題に応える

環境システム学研究への期待

第 64 回環境システムシンポジウム 【一般公開シンポジウム】
2019.10.26 (Sat) 15:00-17:00

「環境システム研究の振り返りと今後の展望」
２．今後の環境システム研究にむけて

環境システム学へ社会の期待

・気候変動、人口問題は
産業社会の「成人病」は
危機的な水準に？

・気候変動、人口問題に特効薬
（単一の技術）がない？
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工場生産
（製品生産）

消費

廃棄
資源採掘 素材・

資材生産

環境と社会のシステム研究

持続可能な環境・社会マネジメント

環境システム

社会システム

工場生産
（製品生産）

消費

廃棄
資源採掘 素材・

資材生産

都市空間

産業公害
生活公害
水質汚濁
大気汚染
他７大公害

経済成長に伴う環境問題の多様化と空間的広がり

廃棄物
問題

地球温
暖化
問題

資源の
枯渇

広域



3

資源循環を単独の問題として取り扱うのではなくて、温暖化問題、自然共生問題との
横断的な最適解をもとめて都市・地域を形成・更新していくアプローチが必要
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低炭素化
エネルギー循環

（温暖化・化石燃料枯渇）

資源循環
（ごみ問題）

自然共生
（バイオマス生産）

化石燃料
（焼却）

処理
処分空間

効率的な
エネルギー
廃棄物
バイオマス

コンポスティング
飼料還元
栄養塩循環

バイオ
燃料

環境システムの取り組み② 複雑化する環境・社会状況

人口成熟社会
＋気候変動転換
ＳＤＧｓ 地域循環共生圏

＋「超」情報社会
＋社会システムイノベーション
Society 5.0
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福祉・健康

【包摂性・統合性】 地方自治体への取り組み

教育

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ・水道 産業・観光・農林

福祉・健康

都市・住宅
・建設

SDGs原則の自治体で取り組むことの意義

8

◎普遍性
広く偏りのない議論の起点としての意義
◎包摂性
個別分野でなく全体の最適化を目指す意義
◎統合性
分野横断の追加的な価値
◎参画性
幅広い関係主体が参画する道筋の確保
◎透明性
幅広い関係主体が合意する論理・エビデンス
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【統合性】地域エネルギー事業から展開するSDGs都市

森林保全・再生

地域の新しい公民連携（ドイツ型スタッツベルゲ）

地域環境・エネルギー教育

地産地消エネルギー権 地域エネルギー
まちづくり

・資源を地域で循環する仕組みで付加価値型・高効率型で競争
力を持つ循環経済圏を形成・
・再生資源、エネルギー循環、自然環境の保全を一体的に実現

資源循環から展開するSDGs未来都市
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SDGs 国際連合で合意された包括的な持続可
能な将来の目標（全球ー国家ー都市・地域）.日本
では地方創生の推進基軸としての位置づけ

Future Earth Rio+20で提唱されて、社会への
持続的な貢献に向けての活動。IHDP,WCRP等を
統合。Co-Planning

内閣官房
（内閣府、
外務省、
環境省）

日本学術
会議（文部
科学省）

地域循環共生圏 第五次環境基本計画の6つ

の重点領域である地域での循環共生の実現を推
進する理念、政策体系。SDGsの国内推進機能と
しての位置づけ。エネルギー特別会計事業の「傘」

2014年ー

2015年ー （2012年提唱）

2018年ー

環境省（
＋経産省
、国交省）

Society 5.0 第5期科学技術基本計画団連など
産業界が主体となって提示。ドイツIndustry4.0 を
包含する日本発信の概念として発信？。IOT。サ
イバー空間とフィジカル空間

2016年―

内閣府総
合科学技
術・ｲﾉﾍｰｼ
ｮﾝﾞ会議

国際的な
行政規範

国際的な
科学規範

環境省の
規範から
国内の行
政規範へ

国内の
技術開発
目標

事業
予算

〇

〇

◎

研究
予算

△

◎

△

1

2日本政府SDGs推進本部資料（2018年12月21日）より
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統合研究プログラム 資料 地域循環共生圏の研究展開に向けて 藤田 190521
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大気環境
改善

生態生命
力の回復

地域
エネル
ギー・
交通

資源循環

水系
大気系
生態系

都市
環境文
明・

快適性

自立的水
資源利用

社会行動モ
ニタリング

地産地消エ
ネルギーマネ
ジメント

資源循環を社会転換の起点とする、新たな地域循環共生圏のための社会資本と
ビジネスモデル、人的資本の構築に向けての科学エビデンスの構築

拠点都市 圏域圏域

都市ガバナンス

Ⅰ.地域の循環・共生の未来診断モデルの検討（１）；スコープ

Society5.0

都市ガバナンス
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スマート交通システム
地域循環経済
インフラ

【都市総合
評価研究】

●総合的な
都市のシナリ
オデザインシ
ステム

●参加型
SDGｓ評価シ
ステム

●都市環境
未来空間シ
ミュレーション
システム

等

都市行動システム
の循環共生転換

都市環境ファイ
ナンスシステム

15

SDGsパイロット事業ののクラスター展開検討（福島での検討例）

地域エネルギー
システム
地域グリッド整備
による地産地消エ
ネルギー

地域エネル
ギー需給マネ
ジメント実装

水素エネル
ギー実装【相
馬・浪江】

洋上風力再生エ
ネルギー複合実
装【双葉】

LNG脱炭素都市
産業共生団地

スマート交通
シェアリング
ネットワーク

技術イノベーションを循環共生の地域空間特性を活かし、重層的に実現

地域エネルギー
需給マネジメン

ト実装

スマート交通
シェアリング
ネットワーク

産業共生ネットワーク
安心安全のバリュー
チェーンシステム、輸送
エネルギー基盤

福祉くらし
ネットワーク

スマートくらし
「絆」システム
スマートICTネット
ワークを活用するく
らし支援、健康支援、
絆情報システム

福祉くらし
ネットワーク福祉くらし

ネットワーク

広域くらし医療健
康ネットワーク

スマート地域交通システム
スマート情報ネットワークに
よるシェアリング、CASE蓄電
ネットワーク

資源循環
システム

ストックシステム、
人材雇用システム
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スマート交通
シェアリング
ネットワーク
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熱供給施設

火力発電所
ＬＮＧ基地

工場群太陽熱
熱・CO2

運行実績

地域環境
ナレッジハブ
サーバー

GPSシステム

②くらし・健康の
リアルタイム情報

協力住宅

節電関連情報 データ蓄積

超高齢化に対応した
公共交通システム運行計画

インターネット
回線を利用した

双方向情報
ネットワーク

利用実態

・エネルギー消費
モニタリングシステム
・双方向通信タブレット
・50～100住宅へ設置

協力住宅

公共施設

エネルギー
消費実績

学校

太陽光パネル
発電量

あなたの
節電ランキング

は地区内○○位です

CO2◎分の節電がで
きました

コツを友達に教
えてあげよう

今日は
たくさん
節電でき
たね

公共交通システム

既設の太陽光パネル

③地域交通支
援ネットワーク

将来のまちづくりへの
基礎情報として活用

図書館に囲碁クラ
ブの仲間が5人い

るから、いってみ
るか。

新地町と国
立環境研で

推進 ④農業、工業、
流通の地域
支援

内閣官房 環境未来都市；新地町と「スマートハイブリッド・システム」

①低炭素行動
支援ネットワーク

戸川・藤田（2013）土木学会論文集 17
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地域住民・事業者が参画する対話型合意形成プロセス

自治体・住
民・事業者

専門家の知恵を集めること

地域生活
ニーズ

地域環境
の「たな
おろし」

地域環境
情報

地域エネルギー拠
点地区のデザイン
（技術・空間・生活） -低炭素技術

‐循環技術
‐産業共生技術

‐社会制度
‐土地利用転換

地域エネル
ギーまちづくり

地域の将来ビ
ジョンの構築

都市空間
解析システム

地域統合
評価モデル

地域エネル
ギーまちづくり
の技術・政策
メニュー
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Multi Stage Approach for Eco-City  and EIP Planning

③Project Design

②Spatial-scope

Land use zoning 
/network design

・ land use distribution   
patterns

・ local energy network
・location of core  

developments

①Macro-scope
・ population, industries

・ core developments

・ energy locality

Alternative 
future vision

・ zoning and regulation

・ district planning

・key industries

Core projects for  
revitalization

0

100

200

300

400

500

600

700

2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

億
円

試算の結果例 (域内総生産)

なりゆきシナリオ

LNG立地シナリオ

産業振興シナリオ

環境産業共生シナリオ

Feasibility Study

Future frame
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経産省
スマコミ事業
の後継事業
としての位置
づけ

環境省（一部総務省、厚労省、経産省、国交省連携）地域循環共生圏事業の枠組み

2019年度から

2019年5月より公募予定 環境省・経産省・国交省

5億＊6年（年間60億） 自治体へ2/3補助

地域循環共生圏脱炭素
イノベーション構築事業

町のくらしを支える事業に展開

2019年5月17より公募予定（自治体）1年1000万
100％補助

環境省循環共生圏モデル地域
形成フィージビリティ調査(FS) 事業

2019年4月15日⁻5月15日（自治体または事業者）
環境省地域循環共生圏プラットフォーム事業
幅広いテーマ、協議会づくり、

専門家を入れた検討会
1年200万＋専門家派遣1000万 100％補助

内閣府
SDGｓ未来
都市事業
を支援

計画

事業
構築

2018年度
～2020年度

構想

20
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Innovative Modelling and Monitoring Research Project

Dual Direction Low Carbon Monitoring 
Information System 

Long TermShort Term

Integrated 
Model for 

Future Vision

Normative Targets 
by General 

Equilibrium Model

Technology and 
policy Solution 
Design Adapting 

to Local 
Characteristics

Future 
Targets

Low Carbon 
Solutions on 

Local Contents
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Agriculture, Forestry and Fishing

Transport, Energy

Transport, Freight

Transport, Passenger

Commercial

Residential

Other Manufacturing

Construction

Machinery

Non-Ferrous Metals

Other Non-Metallic Minerals

Glass Products

Other Chemical Products

Textiles, Wearing Apparel and Leather

Food Product, Beverage and Tobacco

Paper, Pulp and Printing
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Electricity and Heat Production

Energy Conversion
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BaU

・・・

Present

Low Carbon Monitoring System

モデルの結果を用いる探索的未来シナリオの社会実装研究

モデルによる中長期の復興、再生のターゲットの策定を明らかにしつつ、中長期シナリオとの
整合する社会イノベーションをステークホルダーの複合的な価値構造を反映して合理的に描く。

探索的な社会・環境の計画理論と手法
（社会・環境モニタリングによる裏付）

長期中期

長期の

社会・環境
ビジョン

均衡モデルに
よる規範的
シナリオ

地域特性・空間情
報を考慮する

技術政策システム

将来ﾀｰｹﾞｯﾄ

社会・環境
の解析

環
境
負
荷

地域特性値、
行動特性値

BaU

現在

長期目標とのギャップのモニタリング

将来ターゲットの
提示と転換の検証
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人口成熟社会+気候変動転換
＋「超」情報社会＋産業構造転換

➡「社会の習慣」を転換するための
技術・政策・社会転換が必要

・社会システムイノベーション、社会転換の
ための科学（共有できるシンボルのSDGs）
・個別最適ではなく

包摂的な最適への取組
・持続可能未来の未来目標の提示と
整合する事業、探索的な社会実装ﾌﾟﾛｾｽ
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井上円了先生ゆかりの哲学堂

理外門

学理外
24


